
 安心して出産と子育てができる地域の実現
　経済的な負担が大きい、保険適用外の不妊治療
にかかる費用などの助成を行うとともに、「こど
も家庭センター」を設置し、妊産婦や子育て世帯、
子どもへの一体的な相談・支援を行います。
　また、保育所・認定こども園などの保育料につ
いては、多子世帯への負担額軽減の対象を１８歳
未満までとする市独自の支援を継続するほか、大
戸小学校区にこどもクラブを新設します。
 学力向上と教育環境の充実
　子どもたちの学習意欲や学力の向上に努めると
ともに、ＡＩ機能を活用した学習支援教材である
デジタルドリルの導入により、子ども一人ひとり
に適した学びを支援していきます。
　また、今後も食材料価格の上昇が見込まれるこ
とを踏まえ、引き続き学校給食費を据え置くこと
で、子育て世帯の経済的な負担軽減を図ります。
　さらに、休日の部活動については、「週末合同
練習会」の実施により、地域への完全移行を図り
ながら、地域総ぐるみで子どもを育てる環境づく
りを進めます。
 市民協働と社会参画の推進
　新庁舎移転後の栄町第二庁舎を活用し、ＮＰＯ
などの多様な市民活動団体が、より活躍できる拠
点づくりに取り組みます。
　また、「つながりづくりポイント事業（つなポン
事業）」の実施により、地域活動への市民の参画を
推進し、人と人とが支え合う社会の構築を目指し
ます。

 農業の持続的発展と農業所得の向上
　「未来ファーマースタート支援事業」などの推進
により、地域農業の担い手確保に努めるとともに、
需要に応じた米の生産や、収益性の高い農業経営
への転換を図ります。
 地元産農畜産物のさらなるブランド化
　「あいづ食の陣」では、本市を代表する農産物で
ある「会津みしらず柿」を新たな食材に追加し、地
元産農畜産物のブランド化を進めます。また、年
間を通じて季節ごとの食材や料理に合う会津清酒
を紹介するなど、取り組みの充実を図ります。
 人や農作物を有害鳥獣から守るために
　地域と連携した鳥獣被害の要因の分析・対策を
進めるほか、会津総合射撃場を拠点とした捕獲従
事者の技術向上を図ります。
 新たな工業団地の整備
　雇用の拡大と定住人口の増加に向け、企業誘致
の受け皿となる新たな工業団地の整備を進めます。
 広域観光やインバウンドの推進
　「日本遺産フェスティバル」の開催を契機とした
会津地域全体での観光振興や、国際競争力の高い
スノーリゾートの形成に取り組み、訪日外国人を
はじめとした観光客の誘致拡大を図ります。

強みを活
い

かすしごとづくり

政策目標２

 住み慣れた地域で安心して暮らせるまちの実現
　「第３次健康わかまつ２１計画」に基づき、若年
世代からの健康づくりを推進するとともに、高齢
者の保健事業と介護予防事業の一体的な取り組み
により、健康寿命の延伸を図ります。
　また、障がいのある人が安心して生活できるよ
う「地域障がい者相談窓口」を増設します。
 脱炭素・循環型社会の実現に向けて
　２０５０年までのカーボンニュートラルの実現に
向けて、他の自治体に先駆け、再生可能エネルギ
ーの導入や、省エネルギー化の推進などに取り組
みます。
　また、燃やせるごみの排出量を大幅に削減する
ため、ごみの減量や再資源化の強化・充実を図り
ながら、「ごみ処理有料化」も含めたあらゆる方法
を検討します。

安心、共生のくらしづくり

政策目標３
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【子ども・子育て】

▼特定教育・保育施設などへの給付のために
……………………………………………３９億８，６８９万円

▼こどもクラブの運営のために……７億１，４２５万円

▼不妊治療などの経済的負担軽減のために
…………………………………………………１，４７０万円

【教育】
▼児童生徒の学習意欲や学力の向上のために

…………………………………………………４，２２６万円

▼ 地域総ぐるみで子どもたちの成長や学びを支える
環境づくりのために………………………１，５７９万円

▼学校給食費の経済的負担軽減のために
……………………………………………５億３，１４５万円

▼学校の授業におけるＩＣＴ機器の効果的な活用のため
に…………………………………………１億４，５９６万円

【社会参画】

▼市民活動の拠点づくりのために……………５３８万円

「未来につなぐひとづくり」のための予算

【農林業】
▼地域農業の担い手を確保・育成するために

…………………………………………………５，２７８万円

▼地産地消の推進と農作物のブランド化のために
…………………………………………………２，６００万円

▼野生鳥獣による農作物被害などを防止するために
…………………………………………………２，２９０万円

【観光・商工】

▼商業地域の活性化を図るために………３，６９０万円

▼ 観光誘客を推進するために…………２億９５２万円

「強みを活かすしごとづくり」のための予算

【福祉・衛生】

▼障がいのある皆さんの課題解決を支援するために
………………………………………………５，９８４万円

▼高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的な取り組
みのために…………………………………１，４４０万円

▼ 脱炭素化の推進のために……………７億４５９万円

▼ごみの分別と減量を推進するために…２，３０８万円

▼都市公園を安全に利用できるよう維持管理するため
に…………………………………………３億５，３９８万円

「安心、共生のくらしづくり」のための予算

【特集】【特集】

施政方針と施政方針と

　市民の皆さんが未来に向けて安心して豊かに暮らすことができるとともに、誰もが「住み続けたい」「訪
れたい」と思う「選ばれるまち」会津若松市の実現に向けて、市では令和６年度も引き続き、さまざまな施
策に取り組んでいきます。ここでは、第７次総合計画に掲げる５つの政策目標と主な取り組み
を紹介します。
◉問い合わせ…企画調整課（☎３９ｰ１２０１）、財政課（☎３９ｰ１２０３）

未来につなぐひとづくり

政策目標１

【特集】令和６年度 施政方針と一般会計の予算

地域ぐるみで子どもを育てる環境を整えます

ごみの減量や再資源化に向けた取り組みを強化します

観光産業全体の活性化を推進します

令和６年度令和６年度

一般会計の予算一般会計の予算



安全、快適な基盤づくり

政策目標４

 姉妹都市との交流を深化
　青森県むつ市との姉妹都市締結が４０周年を迎
えることから、むつ市の皆さんを本市に招いての
記念事業を開催し、両市の友好交流のさらなる推
進と相互理解を深めます。
 若者が移住・定住したいまちの実現　
　本市での暮らしに関する情報発信や、移住者へ
の支援金給付などにより、若者の定住促進を図り
ます。
　また、市内の企業に就職する人などに、進学時
などに受け取った奨学金の返還を支援し、地元企
業への就職につなげます。
 まちの拠点の整備
　令和７年５月の新庁舎開庁に向け、市役所庁舎
の建設工事に加え、来庁者駐車場や庁舎周辺道路
の整備などを着実に進めます。
　県立病院跡地については、子育て環境の充実と、
地域のにぎわいや活気の創出に向け、子どもの屋
内遊び場をはじめとした施設の一体整備のために、
用地の取得や施設の整備・運営を担う民間業者の
選定を進めます。

豊かで魅力ある地域づくり

政策目標５

令
和
６
年
度
の

予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

会計名 予算額

国民健康保険 １０７億８，７１４万円

観光施設事業 １億７７４万円

地方卸売市場事業 １億７１８万円

扇町土地区画
整理事業 １２億５，５６４万円

介護保険 １２７億６，０５３万円

三本松地区
宅地整備事業 ９，３９４万円

後期高齢者医療 １６億２，３７４万円

工業団地整備事業 １億９，９８２万円

本市での暮らしに関する情報発信などにより、
若者世代の定住を図ります

 防災のまちづくり
　いつ発生するか分からない災害に備えるため、

「地域防災計画」を全面的に見直すとともに、避難
情報などを迅速・効率的に伝える「防災行政無線」
の整備や「デジタル防災サービス」の導入に取り組
みます。
 より便利な公共交通サービスへ
　市民にとって、より利便性の高い公共交通を目
指し、市街地への「リクエスト型最適経路バス」の
導入に取り組みます。
 空き家対策の取り組み
　適正に管理されていない空き家などについては、
所有者などに対し適切な管理を依頼するとともに、
引き続き、空き家の利活用や改修・除却への支援
に取り組みます。
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【防災】

▼ 防災のまちづくりを推進するために…７，２１１万円
【基盤整備】

▼道路や水路の維持・整備のために…７億３，５４６万円

▼市道などの除雪のために……………７億２，３６４万円
【公共交通】

▼地域公共交通の活性化・利便性向上のために
…………………………………………２億１，３９０万円

【住宅・住環境】
▶空き家対策のために………………………１，４７１万円

「安全、快適な基盤づくり」のための予算
【交流】

▼姉妹都市との友好交流の推進のために………５４万円
【地域振興】

▼移住・二地域居住の推進のために…１億１，３４０万円
【まちの拠点】

▼市役所庁舎の整備のために………３６億６，９９８万円

▼県立病院跡地の整備のために……８億４，４５５万円

▼会津若松駅前の整備のために……………２２４万円
【行政運営】

▼ふるさと納税の推進のために……１億３，０１９万円

「豊かで魅力ある地域づくり」のための予算
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一
般
会
計
の
予
算
の
内
訳

歳入歳出

特別会計の予算

市債
４８億１，９３０万円
（８．９％）

県支出金
４２億６，４８２万円
（７．８％）

繰入金
２８億６２５万円
（５．２％）

歳入総額
５４４億
３，５００万円

諸収入
１７億６４６万円
（３．１％）

市税
１５１億６，９００万円
（２７．９％）

国庫支出金
９３億４，８０４万円
（１７．２％）

地方交付税
１０４億７，５８０万円
（１９．２％）

その他（繰越金など）
２１億７，０１３万円
（３．９％）

使用料および手数料
６億４，８６０万円
（１．２％）

土木費
４５億７，９６３万円
（８．４％）

地方消費税交付金
３０億２，６６０万円
（５．６％）

教育費
５０億５，１５８万円
（９．３％）

商工費
１３億６，７８８万円
（２．５％）

農林水産業費
１４億１，９４２万円
（２．６％）

衛生費
４７億２，４２３万円
（８．７％）

その他（議会費など）
５億５，０５９万円
（１．０％）

消防費
１５億９，６９５万円
（２．９％）

公債費
４０億２，０１９万円
（７．４％）

歳出総額
５４４億
３，５００万円

総務費
９７億
７，６２３万円

（１８．０％）

民生費
２１３億４，８３０万円
（３９．２％）

【特集】令和６年度 施政方針と一般会計の予算

デジタルを活用した防災のまちづくりを推進します
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